
学校番号 1206 

令和３年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「音楽Ⅲ 改訂版」 （教育出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

●音楽の学習は主体的（自分から求めて動く）に行ってほしいと思います。そして自分自身を表現できる

ことの楽しさや、音楽に対する豊かな感性を身につけましょう。 

●音楽Ⅰ・Ⅱで学習した内容をさらに深め、「歌唱」「器楽」「創作」「鑑賞」のそれぞれの分野を学

習します。芸術音楽だけでなく、幅広くポピュラー音楽等も取り入れます。卒業してからの音楽体験

にぜひつなげてほしいと思います。 

●評価は、出席状況・ワークシート等の状況・実技テストで行います。 

 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創造的

な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への 

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱・器

楽・創作・鑑賞の学習

に主体的に取り組も

うとする。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱・器楽・創

作・鑑賞の音楽表現を

工夫し、どのように表

現するか意図を持っ

ている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱・器

楽・創作の技能を身

につけ、創造的に表

現している。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それ

らの価値を考えたり

して、音楽に対する

理解を深めている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏実技の聴取 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 a b c d 

１ 

学 

期 豊
か
な
声
で
歌
お
う 

●歌唱 

発声練習   

結－ゆい－ 

海の声 

Tu lo sai 

（あなたは知っている） 

他 

○ ○ ○  a:歌への関心を持って意欲的に

取り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受し

ながらどのように表現するか、

その意図を持って歌っている。 

c:どのように表現したいかという

意図を伝えるための技能を身に

つけている。 

 

演奏実技の聴

取 

観察 

ワークシート 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

●器楽 

・Ｒ重奏 

 ディズニー・メドレー 

・ミュージックベル・ア

ンサンブル 

オーラリー 

 

 

他 

 

○ ○ ○  a:アンサンブルに関心を持ち、仲

間と一つの音楽を作る喜びを感

じながら意欲的に取り組めてい

る。 

b:音楽を形づくっている要素を知

覚し、それらの働きを感受しな

がら、音楽表現を工夫し、どの

ように表現するか意図を持って

取り組もうとしている。 

c:どのように表現したいかという

意図を伝えるための技能を身に

つけている。 

 

演奏実技の聴

取 

観察 

ワークシート 

鍵
盤
楽
器
に
触
れ
よ
う 

●器楽 

《キーボード》 

 基本奏法・音階練習 

 グレード形式による 

練習曲 等 

○ ○ ○  a:鍵盤楽器の基本的な奏法の特徴

に関心を持って意欲的に取り組

んでいる。 

b:音楽を形づくっている要素を知

覚し、それらの働きを感受しな

がら音楽表現を工夫し、どのよ

うに表現するか意図を持って演

奏している。 

c:中学までの履修状況に差がある

ため、進度に配慮する中で、基

本的なキーボードの演奏技能を

身につけ、創造的に表現しよう

としている。 

 

観察 

ワークシート 

世
界
の
楽
器
を
知
ろ
う 

●鑑賞 

楽器の分類～ 

体鳴楽器・弦鳴楽器 

膜鳴楽器・気鳴楽器 

 電鳴楽器 

○   ○ a:それぞれの楽器の音色や特徴に

関心を持ち、鑑賞する学習に主

体的に取り組もうとしている。 

d:音楽を形づくっている要素を知

覚し、それらの働きを感受しな

がら、楽器の地域性や時代背景

を考えたりして、音楽に対する

理解を深め、良さや美しさを味

わって聴いている。 

 

観察 

ワークシート 



２
学
期 

合
唱
曲
を
歌
お
う 

●歌唱 

発声練習   

夢みたものは 

ふるさと 

桜の栞 

他 

○ ○ ○  a:合唱に関心を持ち、仲間と一つ

の音楽を作る喜びを感じなが

ら意欲的に取り組もうとして

いる。 

b:音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受し

ながらどのように表現するか、

合唱に合った発声や表現を工

夫し、その表現意図を持って歌

っている。 

c:どのように表現したいかという

意図を伝えるための技能を身に

つけている。 

 

演奏実技の聴

取 

観察 

ワークシート 

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
ょ
う 

●器楽 

《アンサンブル》 

 自由曲 

 

 

 

○ ○ ○  a:アンサンブルに関心を持ち、仲

間と一つの音楽を作る喜びを感

じながら、クリスマスコンサー

トに向けて意欲的に取り組めて

いる。 

b:音楽を形づくっている要素を知

覚し、それらの働きを感受しな

がら、音楽表現を工夫し、どの

ように表現するか意図を持って

取り組もうとしている。 

c:様々な楽器の基本奏法をさらに

学習し、どのように表現したい

かという意図を伝えるための技

能を身につけている。 

 

演奏実技の聴

取 

観察 

ワークシート 

日
本
の
伝
統
楽
器
に
触
れ
よ
う 

●器楽 

《筝・三味線等》 

基本奏法・練習曲 

うさぎうさぎ 

島唄 

○ ○ ○  a:我が国の伝統楽器である筝の音

色や奏法の特徴に関心を持ち、

それらを生かして演奏すること

に意欲的に取り組めている。 

b:音楽を形づくっている要素を知

覚し、それらの働きを感受しな

がら、音楽表現を工夫し、どの

ように表現するか意図を持って

取り組もうとしている。 

c:筝や三味線の音色や奏法を学習

し、どのように表現したいかと

いう意図を伝えるための技能を

身につけている。 

演奏実技の聴

取 

観察 

ワークシート 

３
学
期 

言
葉
を
味
わ
っ
て
歌
お
う 

●歌唱 

発声練習   

卒業写真 

未来へ       

 他 

○ ○ ○  a:歌への関心を持って意欲的に

取り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素を

知覚し、それらの働きを感受し

ながらどのように表現するか、

その意図を持って歌っている。 

c:どのように表現したいかという

意図を伝えるための技能を身に

つけている。 

演奏実技の聴

取 

観察 

ワークシート 



ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

●器楽 

《アンサンブル》 

 未来へ 

 ラ・クンパルシータ 

         他 

 

 

○ ○ ○  a:アンサンブルに関心を持ち、仲

間と一つの音楽を作る喜びを感

じながら意欲的に取り組んでい

る。 

b:音楽を形づくっている要素を知

覚し、それらの働きを感受しな

がら、音楽表現を工夫し、表現

意図を持って取り組もうとして

いる。 

c:様々な楽器の基本奏法をさらに

学習し、表現意図を伝えるため

の技能を身につけている。 

演奏実技の聴

取 

観察 

ワークシート 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

※ 原則としてひとつの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○

をつけている。 

 


